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図２　過去30日間の精神的な問題や悩みの有無（類型別）
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図３　過去30日間の精神健康状態について【K６（※３）】（類型別）
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第２次犯罪被害者等基本計画（以下「第２
次基本計画」という。）の策定に当たっては、
合計35の犯罪被害者団体・犯罪被害者支援団
体から要望を聴取する機会を設けた。そし
て、寄せられた要望について論点整理を行っ
た上、基本計画策定・推進専門委員等会議に
おいて第２次基本計画に盛り込むべき施策を
検討し、犯罪被害者等推進会議において第２
次基本計画案を決定し、平成23年３月25日、
第２次基本計画が閣議決定された。
犯罪被害者団体・犯罪被害者支援団体等か
らは、とりわけ、性犯罪被害者の被害の深刻
さ及びその後の被害者等がおかれる環境にか
んがみ、より性犯罪被害者のニーズに寄り添

う施策の充実を強く望む意見が出されていた
ことを受け、第２次基本計画においては、犯
罪被害者等一般に向けた施策の充実もさるこ
とながら、性犯罪被害者支援に焦点を当てた
施策が多数掲げられている。
もとより、第２次基本計画は、平成27年度
末までの５年間を計画期間とするものであ
り、まだ途中経過に過ぎない施策も含まれて
はいるが、各施策を推進する上でも、性犯罪
被害に対する国民の理解の増進が望ましく、
本特集では、第２次基本計画の各施策の中で
も、特に、性犯罪被害者の支援に重点をおい
た施策、あるいはその趣旨を踏まえて実施さ
れている施策について紹介する。

 ２ 第２次犯罪被害者等基本計画による施策内容

（※３） うつ病、不安障害に対するスクリーニング尺手法のこと。６つの設問の合計値（合計24）が高いほど精神健康に問題がある可
能性が高くなり、合計値13点以上では重症精神障害の診断に該当する可能性が高いとされている。
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⑴　損害回復・経済的支援等への取組
○　カウンセリング等心理療法の費用の公
費負担についての検討
平成23年３月、犯罪被害者等施策推進会
議の下に、有識者及び関係省庁職員から構
成される「犯罪被害者等に対する心理療法
の費用の公費負担に関する検討会」が設置
された。
同検討会では、これまで、性犯罪被害者
等犯罪被害による心理的外傷を原因とした
深刻な精神的被害を受けた犯罪被害者等に
対する心理療法の必要性・有効性や、費用
負担を含めた実施状況等について、有識者
構成員、精神科医、臨床心理士、カウンセ
ラー等からのヒアリングを行った。また、
既存の心理療法の公費負担に関する制度に
ついて現状を把握するとともに、論点整理
を行った。
今後は、各論点について検討をしていく
こととなる。

○　性犯罪被害者の医療費の負担軽減
警察庁において、平成18年度から、性犯
罪被害者に対し、緊急避妊などに要する経
費（初診料、診断書料、性感染などの検査
費用、人工妊娠中絶費用などを含む。）を
公費により負担することにより、犯罪被害
者等の精神的・経済的負担の軽減を図って
いる（性犯罪被害者に対する緊急避妊など
に要する経費（国庫補助金）：23年度114百
万円、24年度109百万円）。
今後も、都道府県警察に対して、性犯罪
被害に伴う精神疾患についても犯罪被害給
付制度の対象になることの周知も含め、本
制度の適切な運用について指導していく。

⑵　精神的・身体的被害の回復・防止へ
の取組
○　警察における性犯罪被害者に対するカ
ウンセリングの充実
警察において、カウンセリングに関する
専門的知識や技術を有する職員の配置、精

神科医や民間のカウンセラーとの連携など
により、犯罪被害者等の精神的被害を軽減
するための相談・カウンセリング体制を整
備している。現在、全ての都道府県警察に
おいて、部外の精神科医、臨床心理士など
に対し、犯罪被害者等へのカウンセリング
や職員のカウンセリング技術向上を図るた
めのアドバイザー業務の委嘱を行ってい
る。また、被害少年に対しては、少年補導
職員などの専門職員が、部外専門家などか
ら助言を得つつ、カウンセリングを実施し
ている。また、警察庁では、平成24年度か
らカウンセリング指導係を設置し、臨床心
理士の資格を有し、犯罪被害者等へのカウ
ンセリング経験豊富な係員を配置して、全
国警察に対するカウンセリングの指導を行
う体制を構築している。
さらに、平成19年度から、臨床心理士の
資格を有する職員やその他の警察職員に対
し、カウンセリング技能の向上を図るため
の専門的な研修への参加の促進を図ってい
る（カウンセリング専門職員に対する専門
研修に要する経費（国庫補助金）：23年度
９百万円、24年度９百万円）。

犯罪被害者等に対応するカウンセラー

提供：警察庁

○　性犯罪被害者に対する緊急避妊に関す
る情報提供
厚生労働省において、性犯罪被害者を含
め、緊急避妊を必要とする者が緊急避妊の
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方法等に関する情報を得られるよう、保健
所や「女性健康支援センター」等を通じ情
報提供を図っている。

○　医療機関における性犯罪被害者への対
応の体制の整備
厚生労働省において、内閣府が作成する

「性犯罪・性暴力被害者のためのワンス
トップ支援センター開設・運営の手引～地
域における性犯罪・性暴力被害者支援の一
層の充実のために～」について、都道府県
等を通じ医療機関等周知を行っていく。

○　性犯罪被害者対応における看護師等の
活用
厚生労働省では、「チーム医療推進会議」
において、「チーム医療推進のための基本
的な考え方と実践的事例集」を取りまと
め、医師・看護師等の職種が連携し、各々
の専門性を発揮して性犯罪も含めた暴力被
害者支援に取り組んでいる実践的な事例を
盛り込み、HP等で周知している。

○　ワンストップ支援センターの設置促進
内閣府において、性犯罪被害者支援現場
の一線で活躍されている医療関係者、支援
者・当事者、弁護士などの有識者及び関係
省庁の協力を得て、「性犯罪・性暴力被害
者のためのワンストップ支援センター開
設・運営の手引～地域における性犯罪・性
暴力被害者支援の一層の充実のために～」
を作成している。（P15第２節「性犯罪被
害者のための総合的支援としてのワンス
トップ支援センター」参照）
警察において、性犯罪被害者の負担軽
減、性犯罪の潜在化防止を目的として、性
犯罪被害を受けた被害者が心身の治療、民
間支援員等による支援、警察官による事情
聴取等を１か所で受けられる「ワンストッ
プ支援センター」を、平成22年度のモデル
事業として、平成22年７月から平成23年３
月まで、愛知県一宮市所在の大雄会第一病

院内に開設し（性犯罪被害者対応拠点
「ハートフルステーション・あいち」）、同
事業の結果の検証を実施した。
なお、同拠点については、現在も愛知県
警察により運営されている。
厚生労働省においては、内閣府による

「性犯罪・性暴力被害者のためのワンス
トップ支援センター開設・運営の手引～地
域における性犯罪・性暴力被害者支援の一
層の充実のために～」の作成に協力すると
ともに、都道府県等を通じて、同手引きを
医療機関等に周知することにより、ワンス
トップ支援センターの啓発を行うこととし
ている。

○　性暴力被害者のための医療体制の整備
に資する施策の検討及び実施
厚生労働省において、「良質な医療を提
供する体制の確立を図るための医療法等の
一部を改正する法律」に基づき創設された
医療機能情報提供制度（P5027「犯罪被害
者等に対する医療機関に関する情報の周
知」参照）によって、性暴力被害者であれ
ば必要と考えられる、婦人科、精神科、心
療内科などを有する医療機関の医療機能に
関する情報について得ることができるよう
にしている。
また、併せて医療に関する広告の規制の
見直しを行い、これまで認められていな
かった、性暴力被害者のカウンセリングを
実施している旨などの広告を医療機関が行
うことができることとした。

○　配偶者等からの暴力被害者の安全確保
の強化についての検討及び施策の実施
内閣府において、関係者から保護命令の
手続等について聴取するなど、今後の検討
のための情報収集に努めている。
婦人相談所において、「配偶者からの暴
力の防止及び被害者の保護に関する法律」
（平成13年法律第31号）に基づき、配偶者
暴力相談支援センターの機能を担い、配偶
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者からの暴力被害者・同伴する家族を自ら
一時保護したり、婦人保護施設などへの一
時保護委託を実施している。
加えて、配偶者からの暴力被害者などが
入所する婦人保護施設については、夜間警
備体制の強化を図るとともに、心理療法担
当職員や同伴児童のケアを行う指導員の配
置を進めている。

○　検察官に対する児童又は女性の犯罪被
害者等への配慮に関する研修の充実
検察官などの研修において、児童や女性
の犯罪被害者等と接する上での留意点など
を熟知した専門家を講師とする講義を実施
し、児童や女性の犯罪被害者等への配慮に
関する研修の充実に努めている。

○　婦人保護施設職員等への研修取組促進
配偶者からの暴力被害者や人身取引の被
害者等を保護する公的シェルターである、
各都道府県に設置された婦人相談所におい
て、適切な対応を確実にするための職員に
関する研修を、毎年、厚生労働省の主催に
おいて行うとともに、各都道府県において
実施する専門研修や啓発にかかる費用を補
助している。
また、厚生労働省では、児童相談所職員
などへの研修の支援を行っており、都道府
県において、婦人相談所、婦人保護施設、
母子生活支援施設、福祉事務所、民間団体
などで配偶者からの暴力被害者などの支援
を行う職員を対象に、専門研修を実施して
いる。

○　女性警察官の配置等
警察庁において、性犯罪被害者が捜査の
過程において受ける精神的負担を少しでも
緩和するためには、性犯罪被害者の望む性
別の警察官によって対応する必要があるこ
となどから、警察本部や警察署の性犯罪捜
査を担当する係への女性警察官の配置を推
進するとともに、性犯罪捜査の研修を行う

などして性犯罪捜査を担当する職員の実務
能力の向上を図っている。また、事情聴取
における相談室や被害者支援用車両の積極
的な活用や、産婦人科医会や民間被害者支
援団体等との連携強化に努めるなどして、
犯罪被害者の心情に配慮した対応を強化し
ている。
平成23年４月現在、性犯罪事件におい
て、性犯罪被害者から事情聴取などを行う
性犯罪指定捜査員として指定された女性警
察官などは、全国の都道府県警察において
6,494名である。

性犯罪指定捜査員等の推移
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○　性犯罪捜査指導官等の設置
警察において、性犯罪被害者の精神的負
担の軽減、性犯罪被害の潜在化の防止を図
るため、性犯罪捜査指導官などの設置を推
進している。
性犯罪の被害者は、精神的なショック、
しゅう恥心から、警察に対する被害申告を
ためらうことも多く、また、捜査の過程に
おける性犯罪被害者に対する警察官の言動
などによっては、当該被害者に二次的被害
を与えかねず、そのことが被害の潜在化、
ひいてはこうした潜在化が同様な被害を拡
大させる要因ともなりかねないものとなっ
ている。
全国の都道府県警察本部において、性犯
罪捜査担当課への性犯罪捜査指導官の設
置、同課の性犯罪捜査指導係への女性警察
官の配置を図ることなどにより、性犯罪捜
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査に関する指導体制の拡充を行っている。
全国の都道府県警察本部の性犯罪捜査担
当課において、性犯罪捜査指導官を設置し
ており、全国の性犯罪捜査指導係員は295
名、うち女性警察官は144人である（平成
23年４月現在）。
今後も、性犯罪捜査指導係への女性警察

官の配置の拡充などを指示するなど、引き
続き、本施策の推進について指導するとと
もに、性犯罪捜査指導体制の把握に努める。

○　女性被害者への配慮
海上保安庁において、性犯罪などに係る
女性被害者の捜査の過程において受ける精
神的負担を少しでも緩和するために、女性
海上保安官による事情聴取や付添いなどを

行っている。

○　性犯罪捜査証拠採取セット・性犯罪被
害者捜査用ダミー人形の整備
全国の都道府県警察において、性犯罪事
件の認知後、証拠採取を行うに当たって、
犯罪被害者等の精神的負担を軽減するた
め、証拠採取に必要な用具や当該被害者の
衣類を預かる際の着替えなどをまとめた性
犯罪捜査証拠採取セットを平成23年４月現
在、全国で2,448セット保有している。
また、性犯罪事件の被害状況の再現を行
う際、犯罪被害者等の精神的負担を軽減す
るため、当該被害者の代わりとして使用す
る性犯罪被害者捜査用ダミー人形を平成23
年４月現在、全国で1,796体整備している。

性犯罪捜査証拠採取キット

性犯罪捜査証拠採取キット収納カバン
1 被害者の着衣，下着収集
2 身体からの微物採取
3 膣内容物採取
4 陰毛付着物採取
5 陰毛採取
6 直腸内容物採取
7 口腔内容物採取
8 唾液採取
9 頭毛採取
10 血液採取
11 人体図
12 採取物の点検等
13 ホワイトシート
14 採取管
15 使い捨てピンセット
16 着替用ショーツ
17 着替用タンクトップ
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○　産婦人科医会とのネットワーク構築
全国の都道府県警察において、事件発生
時における迅速・適切な診断・治療、証拠
採取や女性医師による診断などを行うた
め、産婦人科医会とのネットワークを構築
し、具体的支援を受けるための連携対策の
強化などを図り、適正かつ円滑な性犯罪捜
査を推進している。

⑶　刑事手続への関与拡充への取組
○　医療機関における性犯罪被害者からの
証拠採取等の促進
警察庁において、医療機関における性犯
罪被害者からの証拠採取及び採取した証拠
の保管について医療機関に対するアンケー
ト調査を実施するなどの取組を推進してい
る。

⑷　支援等のための体制整備への取組
○　性犯罪被害に遭った児童生徒への対応
の充実
文部科学省では、性犯罪の被害者を含め
て児童生徒等の相談等に対して適切に対応
できるよう、スクールカウンセラーや子ど
もと親の相談員の配置の拡充や、スクール
カウンセラーの緊急支援のための派遣に対
して補助を行ってきた。
また、児童虐待などの問題へ対応するた
め、教育分野に関する知識に加えて、社会
福祉の専門的な知識・技術を用いて児童生
徒を支援するスクールソーシャルワーカー
を、各地域の実情に応じて学校などの教育
機関に配置する地方自治体の取組に対して
補助を行い、学校における教育相談体制の
充実を支援している。

○　性犯罪被害者による情報入手の利便性
の拡大
都道府県警察において、性犯罪被害者か
ら被害相談などを受けるための性犯罪相談
専用電話窓口の設置、相談室の整備などを
推進し、性犯罪被害者による情報入手の利
便性の拡充を図っている。
また、事件化を望まない性犯罪被害者に
対しても、民間被害者支援団体が提供し得
る支援の内容や秘密が守られることなどを
十分に説明した上で、犯罪被害者の同意を
得て当該被害者の連絡先や相談内容等を犯
罪被害者等早期援助団体に提供するなど、
当該被害者が早期に犯罪被害者支援団体に
よる支援を受けやすくなるように努めてい
る。
平成23年４月現在、全国の都道府県警察
本部において、女性警察官などによる性犯
罪電話相談の受理体制、相談室が整備され
ている。

レディースサポートライン
（兵庫県警察、性犯罪被害相談専用電話窓口）
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第１節　第2次犯罪被害者等基本計画における性犯罪被害者のための各種施策

▶ 心の悲鳴をしっかり受け止める

大阪府警察本部刑事部捜査第一課
ウーマンライン

私たちは日々、性犯罪被害に関する相談専用電話「ウーマンライン」で、性犯罪被害ゆえに
誰にも打ち明けられずに一人で悩んでおられる方から、「犯人を捕まえてほしい。」、「誰にも話
せない。辛くて潰れてしまいそう。とにかく助けてほしい。」という相談をお受けしています。
「娘は、まだ警察にお話できるような状態ではありません。」
それは、性犯罪被害者のお母さんからの相談電話でした。
この事件の被害者は、警察にもご家族にも被害を打ち明けることができず思い悩んでおり、

精神的ショックで部屋に籠もったまま、食事さえろくにできない状態で、ご家族も大きな不安
を感じておられました。
この１本の電話により、私たちは、被害者のご協力を得て犯人を逮捕するとともに、専門医

や民間被害者支援団体等に働きかけて被害者への精神的、医療的、経済的な支援に繋げ、被害
者は約１年後には日常生活を送れるまでに回復されました。
警察が加害者を捕まえることは当然の責務です。
そしてさらに被害者の心の悲鳴をしっかり受け止め、その手をしっかり握って、警察から関

係機関への支援の手に繋げていく責任もあります。
そうした支援によって被害者の中に沸いてきた力が勇気となり、被疑者に立ち向かう強い気

持ちに変わり、さらには、また顔を上げて前を向いて生きて行く自信に変わると信じ、今日も
被害者に寄り添った対応を心掛け、がんばっています。

コラム１
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第１章　性犯罪被害者支援のための施策の展開

○　交際相手からの暴力に関する調査の実
施・性犯罪被害者に関する調査の実施
内閣府において、３年に１度を目途に配
偶者からの被害経験など男女間における暴
力による被害の実態把握に関する調査を
行っている。平成23年度は、異性から無理
やりに性交された被害も含む暴力の被害実
態を把握するための調査を実施し、平成24
年４月に内閣府ホームページに調査結果を
公表した（「女性に対する暴力」に関する
調査研究http://www.gender.go.jp/e-vaw/
chousa/h24_boryoku_cyousa.html）。

⑸　国民の理解の増進と配慮・協力の確
保への取組
○　犯罪被害者等施策の関係する特定期間
における広報啓発事業の実施「女性に対
する暴力をなくす運動」
男女共同参画推進本部は、毎年11月12日
から11月25日（国連が定めた「女性に対す
る暴力撤廃国際日」）までの２週間、「女性
に対する暴力をなくす運動」を実施してい
る。内閣府においては、期間中、地方公共
団体、女性団体その他の関係団体との連
携・協力の下、意識啓発等、女性に対する
暴力に関する取組を一層強化している。

女性に対する暴力をなくす運動

パープルリボンは、
女性に対する暴力根絶運動の

シンボルマークです。

女性に対する暴
力は人権侵害で

す！！

悩みを誰かに
話したい、

聞いてほしい
と思ったら

0570-0-552
10こ こ に 電 話

DV
相談ナビ

●お近くの相
談窓口をご案

内します。

□ 殴る、蹴る
、突き飛ばす

□ 生活費を渡
さない

□ 人前でバカ
にする・ののしる

□ 交友関係や
電話、メールを

監視する

□ 長時間、無
視をする

□ 嫌がってい
るのに性行為を

強要する

配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアルハラスメント、ストーカー行為や人身取引等、
女性に対する暴力は、女性の人権を侵害するものであり、決して許される行為ではありません。

平成23年 11月12日[土]～11月25日[金]

男女共同参画推進本部

女性に対する暴力をなくす運動

内閣府
配偶者からの暴力被害者支援情報サイト

女性の約10人に1人が
「暴力」のことで悩み
苦しんでいます。

内閣府
配偶者暴力相談支援情報サイト(携帯電話用サイト)
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